
 

◆研究概要等 

臨床心理学の分野で心と行動を科学的・実証

的に研究しています。なかでも子ども，学校/教

育における認知行動療法の研究と実践を行なっ

ています。学校現場において認知行動療法を用

いた問題行動，ストレス反応，抑うつの改善を目

的とした実践や，子どもレジリエンスに着目し，

逆境や困難に対して柔軟に適応し，乗り越えて

いく力について研究しています。さらに，子ども

の不安症に対する認知行動療法を研究していま

す。不安症のリスクのある子どもとその家族を

対象にして早期介入の効果を検証しています。

その他にも，スクールワイドPositive Behavior 

Support，いじめ未然防止，発達障害の子どもへ

の支援，学級風土などについても研究していま

す。 
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■研究テーマ等 

１．教育分野における認知行動療法研究 

子どもと教育分野における認知行動療法を

中心とした実践・調査研究を行っています。学

校現場において認知行動療法を用いた問題行

動，ストレス反応，抑うつの改善，そして，ス

トレスコーピング，社会的スキル，自動思考，

問題解決スキルへの介入効果を検証してきま

した。また，縦断調査研究によるメンタルヘル

スと認知行動的要因，レジリエンスとの関連を

検討し，介入・予防につながる実証的データを

収集しています。 

 

 

 

２．子どもの不安症に対するする認知行

動療法研究 子どもの不安症に対する認知行

動療法研究に取り組んでいます。とくにリス

クを持つ子ども4−5歳とその保護者を対象に認

知行動療法を行い，５年間のフォローアップ

測定から有効性を確認しています。現在は，

次の段階として，無作為化比較試験をスター

トさせています。また，オックスフォード大

学 C. Creswell教授らの研究グループと共同研

究を行なっており，子どもの不安症に関する

国際的な共同研究を継続しています。 
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▲趣味等 

体を動かすこと 

 

◆ゼミの宣伝等 

臨床心理学の中でも科学的・実証的に人間の心と行動を捉え，理解し，学ぶことを重視してい

ます。自分の「知りたい！興味ある！おもしろい！不思議だなー」を大切に，自ら問いを設定

し，それを探求し，課題解決につなげるゼミ活動をしてほしいと思います。科学的・実証的な心

理学を通した学びは，単に知識と情報を教員から教えられるだけでなく，実社会の課題発見とそ

の解決を共同で行う場です。この課題発見と解決の面白さとやりがいをみなさんと共有したいと

思っています。また，ゼミでは学校現場でのボランティアや子どもと接する実践活動を行ってい

ます。 
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